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その内容は 2 部 7 章からなっている。





第 3 章では，計算時間の節約，定常特性の改善を目的として第 2 章の制御系のオンオフ制御化の研
究を行なっている。さらに制御系の一部に最短時間制御が応用できることを示し，計算機によりこれ
を実現するために必要な計算方式の簡単化について論じている。
第 E 部は原子炉出力を直接最短時間制御する計算機制御系について行なった研究成果をまとめたも
ので，第 4 章では反応度変化率を操作量に選び最大原理によって最適解が一意的に定めうることを示
している。
第 5 章では，計算機制御系に最大原理を適用するために，不連続系の最大原理を状態空間に制限を
設けた場合に拡張する研究を行なっている。
第 6 章では，まず先に求めた最短時間制御系を実現するために必要な実際的な検討を行なった後，
全体の計算プログラムの構成について論じている。最後に実験結果について述べ，それが最短時間制
御を実現していることを確かめている。
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第 7 章は結論で各章で得られた粘果を要約したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は原子炉の制御に積極的に計算機を導入し，最短時間制御という条件を満す制御方式を実現
した結果について報告したもので，制御理論の分野で開発された新しい数理による最適理論を実際の
プラントに応用して実績を上げた数少ない論文の一つである。動力用原子炉が実用化の段階に入り，
数多く建設されようとしている今日，本論文にとりあげられた理論的，実際的検討結果は貴重な参考
資料として，今後の研究のさきがけとなるものである。
以上のように，この論文は原子力工学，制御工学の分野で最近特に注目されている課題に対して，
理論的，実験的に貴重な知見を加えたもので，原子力工学，制御工学に貢献するところ大で，博士論
文として十分価値あるものと認める。
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